
【協議事項２】                    資料６ 

                          
 

「地域介護・福祉空間整備計画等ワーキンググループ」の設置について 

 
 
１ 役割 

（１）整備計画の策定及び評価 

   「地域における公的介護施設等の計画的な整備等の促進に関する法律」 
に基づく，市町村整備交付金及び都道府県整備交付金の申請に必要な計画 

の策定及び事業完了時の評価機関として「京都市民長寿すこやかプラン推 

進協議会」を位置付ける。「地域介護・福祉空間整備計画等ワーキンググ 

ループ」は議題を協議会に諮る前の論点整理や協議会開催後の細部検討等 

を行う。 

（２）地域密着型サービス運営委員会（仮称） 

地域密着型サービスの指定，指導・監督について，公平・公正な運営を

確保する必要があることから，「地域密着型サービス運営委員会（仮称）」

を設置する必要があり，この委員会として「地域介護・福祉空間整備計画

等ワーキンググループ」を位置付ける。 
 
 
２ 委員 

  次の観点から会長と相談の上，参画していただく委員に依頼した。（次頁参

照） 
 ○ 他のワーキンググループと同様，委員数は１０名程度とする。また，既

存の３つのワーキンググループからバランスよく参画してもらう。 
 ○ 市民公募委員については，他のワーキンググループと同じく 2名とする。 
 ○ 学識経験者については，会長のほか１名とする。 
○ 地域密着型サービスの観点から，地域保健福祉関係者を重視し，保健，医

療，福祉のバランスに配慮する。 
  

 
３ 今後の予定 

 ○ 本日，整備計画の検討に当たっての主な視点について協議する。（協議事

項３，資料７参照） 
 ○ ４月にワーキンググループを開催して，整備計画素案について意見交換

する。 
 ○ ５月下旬頃に開催を予定している「平成１７年度第１回京都市民長寿す

こやかプラン推進協議会」で整備計画について報告する。 



（五十音順・敬称略）

荒　綱　清　和 （社）呆け老人をかかえる家族の会京都支部代表 　 　 ○ ○

伊多波　良　雄 同志社大学経済学部教授 　 ○

上　原　春　男 （社）京都府医師会副会長 　 ○ ○

小　川　俊　夫 市民公募委員 ○

長　上　深　雪 龍谷大学社会学部教授 ○

梶　谷　菊　枝 京都市在宅介護支援センター連絡協議会常任委員 ○ 　 ○

上　林　周　司 日本労働組合総連合会京都府連合会執行委員 ○

木　俣　茂　子 京都市民生児童委員連盟理事 ○ 　 　 ○

木　村　晴　恵 京都府介護支援専門員協議会副会長 　 ○

玄　武　淑　子 （社）京都市老人クラブ連合会会長 ○ 　 　

斎　藤　豊　子 市民公募委員 ○

坂　口　秀　史 市民公募委員 ○

佐　藤　重　紀 京都商工会議所会員サービス部長 　 ○

里　村　一　成 京都大学大学院医学研究科助教授 ○ 　

真　田　滋　子 市民公募委員 　 ○ ○

清　水　　　保 京都府老人保健施設協会理事 ○

清　水　　　紘 京都介護療養型医療施設連絡協議会会長 ○

田　中　千　秋 （社）京都府看護協会常任理事 ○

玉　置　すみゑ （福）京都市社会福祉協議会経営室経営部部長 ○ ○

橋　本　佳代子 京都市地域女性連合会常任委員 　 ○

浜　岡　政　好 佛教大学社会学部教授 　 ○ ○

弘　部　俊　彦 （社）京都府歯科医師会理事 ○ 　

福　岩　洋　子 京都府老人訪問看護ステーション協議会副会長 ○ 　 　 　

増　田　良　子 市民公募委員 ○

三　村　浩　史 関西福祉大学教授，京都大学名誉教授 ○ 　

森　永　敏　博 京都府理学療法士会会長 ○ ○

山　下　綾　子 京都弁護士会 　 ○

山　田　尋　志 京都市老人福祉施設協議会会長 　 ○ ○

吉　光　敏　泰 市民公募委員 ○ ○

渡　邊　能　行 京都府立医科大学教授 　 ○ ○
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